




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































『平治』ではＧを正月三日とするのが金刀本系。九条 （・島原 河野 ）でも「三日の
暁あかつき
」とするから、何れも



















































も未見の『平治』を参照 た可能性は完全に否定出来ないが、当日夜、内裏内の宿所の襲撃により、経宗家人に死者が出、平家側は負傷者を出したものの被害 軽微であつたと見る事が、現在の所、妥当であらう。絵巻で平家側の死亡多数とするのは確かに誇張であるとしてよい。こ 夜襲を命じた院の意図が改めて問題となるが、筆者はこの後の別 謀殺事件が参照可能と考へる。　
同じ年の六月、美濃源氏の源光保が配流に合ふ。後掲『今鏡』にもあるが、光保女子が鳥羽院の「最後ノ御ヲモイ人

















































































































































































































































































































































































夜、 右衛門督信頼卿・前下野守義朝等謀反、 放火上皇三条烏丸御所、 奉移上皇上西門院於一品御書所 （ 『帝王編年記』同）













































河野本は佐藤敦子氏「河野信一記念文化館蔵『平治物語』中巻（学習院本系統）翻刻」 （ 『軍記と語り物 十八、昭和五十七年三月）の翻刻による。『尊卑分脈』 「清和源氏」朝長伝（新訂増補国史 系） ・ 『大乗院日 目録』巻一（増補続史料 成）では正月二日とする東大史料編纂所蔵『古系図集』 （紙焼写真） 。上杉博物館蔵『須田系譜 にその注記がある。また能 朝長』 （ 『謡曲三百五十
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書陵部蔵万里小路惟房写柳原本（外題『藤原氏系図』 ）による（紙焼写真） 。 【】は新訂増補国史大系本による。傍線ｘは『将門記』 ・ 『保元物語』に近似する表現がある（谷口耕一・小番達氏『平治物語
　
全訳注』 〔令和元年九月〕 ） 。
『一代要記』はほぼ同文だが、傍線部がない。 『皇代暦』本文を利用するものであらう。図書寮叢刊『仙洞御移徙部類記』所収。
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